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1.はじめに 

建物の外壁によごれ物質が付着すると壁面の美観

性や価値が損なうだけではなく、街の景観にも影響

をおよぼす。よごれの中でも特に塵埃を含む雨水が

壁面に流下することによって形成される「雨筋よご

れ」が顕著である。そのため、建物外壁の雨筋よご

れを防止する工夫が求められている。その手法とし

てはよごれにくい納まりの設計やよごれが付着しに

くい材料、よごれが目立たない材料の選定などが考

えられる。 

建物のライフサイクルコストを考えると、よごれ

ない納まりの設計手法が最も有効的であるが、建物

のデザイン性を考えると任意に納まりの設計を変え

ることができない場合は、よごれが付着しにくい材

料、またはよごれが目立たない材料の選定が必要に

なると考えた。そこで本研究は、屋外暴露試験によ

り仕上塗材や塗料の種類と表面状態の違いによるよ

ごれへの影響を検討することを目的としている。本

報告は、塗装のよごれに関する研究として、仕上塗

材の凹凸パターンを変えた場合による影響および雨

滴の流下状況について報告する。 

 

2.実験方法 

2.1試験体の条件 

試験体の条件を表1、試験体のイメージを図1に示

す。試験体の種類は凹凸パターンを変えた7種類であ

る。表面凹凸パターンは骨材の粒径、配合および作

製方法を調整し、パターン無、リシン、櫛引、スタ

ッコの4パターンとし、試験体形状は役物下部、色調

はホワイトとした。なお、塗料はアクリルシリコン

系の高耐久塗料を用い、塗膜の劣化によるよごれへ

の影響は因子として無視できるようにした。また、

各試験体の表層はクリアー仕上とした。 

2.2粗さ測定方法および求め方 

2.2.1粗さ測定方法 

粗さ測定位置を図1に示す。粗さはK社製の高精度

形状測定変位計を用い、測定位置は色差の測定位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図1 試験体のイメージおよび測定位置 

表1 試験体の条件 
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を中心に上下左右20mmずつずらした範囲内で測定を

行った。なお、測定はX方向、Y方向各3回ずつ合計6

回とした。測定器の測定可能範囲は50mmである。 

2.2.2粗さの求め方 

粗さの求め方を図2、粗さの密集度の求め方を図3、

4に示す。粗さの求め方は式(1)に示している十点平

均粗さ(Rz)により求める。測定した長さから評価長

さを抜き取り、抜き取った評価長さの平均線から、

最も高い山頂から5番目までの山頂の標高(Yp)の絶

対値の平均と、最も深い谷底から5番目までの谷底の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標高(Yv) の絶対値の平均との和を粗さ(Rz)とする。

また山頂の幅(Lp)と谷底の幅(Lv)を測定し、式(1)

より粗さの幅を算出する。 

 粗さの密集度を1cm²の面積に粒子の個数と粒子の

間隔の関係で表す。前項の求め方は図3、式(2)より、

後項は図4、式(3)によって求める。粗さの密集度は、

測定した長さから評価長さを抜き取り、抜き取った

評価長さの平均線より高い山の幅(Lp)を測定し、粒

子の平均個数を求める。式(2)により1cm²の面積にあ

る粒子の個数を算出する。次に、粒子の間隔は評価 

 

 

図2 粗さの求め方 

図3 粗さの密集度の求め方(粒子の個数) 図4 粗さの密集度の求め方(粒子の間隔) 
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長さの平均線と交わる高い山と深い谷の幅(Xs)の平

均を式(3)により算出する。 

 

 

 

 

 

 

2.3屋外暴露試験 

屋外暴露試験は2012年8月31日から開始し、暴露場

所は日本大学生産工学部津田沼校舎5号館の屋上と

した。試験体は、屋外暴露試験装置に取り付け、日

射による劣化を防ぐため、設置方位は北側とした。 

2.4目視観察 

雨滴の流下状況およびよごれ物質の付着状況は目

視により観察し、写真に収めた。 

 

3.結果および考察 

3.1凹凸パターンの評価 

 珪砂の平均粒径と十点平均粗さの関係を図5、十点

平均粗さと粒子の平均幅の関係を図6、凹凸パターン

の模式図を図7に示す。珪砂の平均粒径と十点平均粗

さの相関係数(直線R)は0.86となった。両者はほぼ対

応していると考える。次に、図6より十点平均粗さが

あらいほど粒子の平均幅は大きくなっている。試験

体No.⑦の粒子幅は他に比べ広くなっているのは、ス

タッコ模様であるためと考えた。本報告で用いた粗

さの求め方で凹凸パターンを模式化することが出来

ると考える。密集度と粒子の平均間隔の関係を図8

に示す。密集度が高いほど粒子の平均間隔は小さく

なり、両者は反比例の関係を示している。 

3.2雨滴の流下状況 

 雨滴の流下状況および流下速度を表2、十点平均粗

さと流下速度の関係を図9に示す。凹凸パターンがあ

らいほど流下速度は遅くなり、両者の相関係数(直線

R)は0.62となっている。試験体No.③は平滑のもので、

雨滴は直線状に流れ、流下速度は他に比べ速くなっ

ていると考えた。次に、参考資料として自然界のよ

ごれ物質の付着状況を観察した結果を写真1、2に示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 珪砂の平均粒径と十点平均粗さの関係 

図6 十点平均粗さと粒子の平均幅の関係 

図8 密集度と粒子の平均間隔の関係 

図7 凹凸パターンの模式図 
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す。写真1により、雨がかかる外壁は凹凸パターンの

下部および凹んでいる箇所によごれ物質が溜ってい

る。雨がかからない軒下は、凹凸パターンの凸部に

溜まりやすいことが分かった。 

 

4.まとめ 

(1)本報告で用いた粗さの求め方は、凹凸パターンを

表現し、模式化することが出来る。 

(2) 密集度と粒子の平均間隔は反比例の関係を示し

ている。 

(3) 凹凸パターンがあらいほど流下速度は遅くなっ

ている。 

(4) 建物の部位によってよごれ物質の付き方が異な

っている。 
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表2 雨滴の流下状況および流下速度 

図9 十点平均粗さと流下速度の関係 

写真1 よごれ物質の付着状況(雨かかる場合) 

写真2 よごれ物質の付着状況 

(雨かからない場合) 
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